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（１） 

 

新規機能性脂質の生体調節機能に関する研究 

：共役リノール酸による生活習慣病の予防・改善作用 

 

農学部応用生物科学科食品栄養化学分野 

柳田晃良、永尾晃治、井上奈穂 

 

[目的] 

 共役リノール酸（CLA）は牛乳、乳製品や肉類に含まれる脂肪酸で、これまで抗ガン作用

や体脂肪低下作用などの生理機能が認められている。我々は、CLA の構造と生理機能とくに

生活習慣病の予防との関係を知る目的で、ヒト肝臓細胞（HepG2）系および肥満/糖尿病モ

デル動物系を用いて研究を進めている。本研究では、はじめに、① CLA 構造の違い（CLA

異性体）が肝臓、脂肪組織、筋肉のエネルギーおよび脂質代謝に及ぼす影響について検討

した。次に、肥満・糖尿病とともに高血圧や脂肪肝を発症することが知られている動物モ

デル Zucker および OLETF ラットを用いて、② CLA 異性体が高血圧発症および脂肪肝に与え

る影響について検討した。最後に、その機序を知るために、③ 血漿アディポネクチン濃度

および肝臓や脂肪組織中の脂質代謝関連酵素の活性と mRNA 発現への影響を検討した。 

[結果と考察] 

 肥満モデル動物の対照群では、肥満発症に伴い血圧上昇（収縮期血圧）が認められたが、

CLA 添加食群（CLA 群）ではその上昇が有意に抑制された。対照群で惹起した高インスリン

血症と高血糖は、CLA 群で顕著に改善された。さらに、CLA 群では、インスリン抵抗性改善

作用をもつアディポネクチンの血漿中濃度上昇と脂肪組織中の mRNA 発現の亢進が初めて見

出された。 また、対照食を与えた Zucker ラットでは重篤な脂肪肝を発症し、肝機能指標

酵素の活性は高値を示したが、CLA 摂取により著しい改善が認められた。CLA 摂取による脂

肪肝の改善には、リポタンパク質の合成・分泌に重要な脂質転送タンパク質（MTP） 活性

の亢進と脂肪酸β酸化系の律速酵素である CPT 活性の亢進が関与していた。また肝臓障害

を進展させる危険因子である炎症性サイトカインTNF-αのmRNA発現もCLA群で顕著に低下

することが示された。これらの CLA による改善作用は、10 トランス,12 シス型 CLA 異性体

の生理機能によること明らかとなった。 

 結論：CLA 異性体は主要な生活習慣病を予防・改善することが認められた。今後、機能性

食品やサプリメントとしての利用が期待される。 
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国際学会報告およびシンポジューム講演 
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